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第4回糖尿病教育資源共有機
構年次学術集会に参加して
（2004年8月6～7日　福井県国際交流会館）

高橋　貞夫

1347- 8176/04/￥500/論文 /JCLS

第 4回糖尿病教育資源共有機構年次学術集会が

福井大学工学部森川博由会長のもとで 8月 6日，7

日に福井市にて開催された．7月の福井豪雨の影

響にて当初予定されていた福井商工会議所の浸水

により，福井県国際交流会館に会場が変更になった

にもかかわらず全国からの会員の参加があった．

また，受付付近には福井豪雨災害募金が設置された

（写真）．

今回の学術集会のテーマは「糖尿病医療が変わ

る―医学と工学のコラボレーションの時」であ

り，2003年10月に福井大学と福井医科大学が統合

されて福井大学となり，工学部と医学部の協力体

制を期待する森川会頭にふさわしいテーマを選ば

れたものと推定される．一般演題は，企業からの

企業セクションの 5演題を含めて 23演題の口演発

表があった．特別講演として，「根拠に基づいた医

療（EBM）の意味するもの」福井次矢先生（京都大

学大学院）と「ウェアラブル健康情報システムの現

状と将来展望」板生清先生（東京理科大学大学

院），基調講演として「糖尿病のリエンジニアリン

グ―ディジーズ・マネージメントの考え方をもと

に」坂巻弘之先生（医療経済研究機構）の講演が開

催された．また，2日目の午後には，市民公開講

座としてランチョンハーブコンサート（中井絢子先

生）・ワークショップ「糖尿病教育・治療支援のた

めの協働推進」・公開講演として「禅の精神と現代

人」南直哉先生（霊泉寺）と「豆腐の文化と免疫力」

小林淳二先生（金沢大学大学院）が一般公開された．

誌面の都合上，各講演内容の詳細は割愛させて

いただくが，糖尿病学会学術年次集会などを中心

に医師を中心とした学会参加をしていた筆者には，

医学部以外の分野の方の医療に関する講演をお聞

きするのは初めてであり，医療に対する見解・将

来のあり方に関する医師以外の方のご意見・見解

が大変新鮮に感じられた．科学の一分野としての

医学から，さまざまな分野の方との交流のなかで

医療を見つめ直す時代の到来とその道筋をつける

年次学術集会であった．�

たかはし　さだお
福井大学医学部 第三内科
（〒 910 － 1193　福井県吉田郡松岡町下合月第 23号 3番地
E-mail: sadaost@fmsrsa.fukui-med.ac.jp）
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